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Ⅰ．緒言 

慢性腎臓病（Chronic Kidney Disease ; CKD, 以下 ,  CKD）は，腎臓が機能低

下を来たす進行性の疾患の総称である．重症化すると末期腎臓病（End-stage 

kidney disease ; ESKD, 以下 ,  ESKD）に至り，血液透析などの腎代替療法を要

する．腎代替療法は，患者に経済的・心理的負担を招くだけでなく，医療費増

大にも繋がる．世界的にESKDは増加しており，CKD進行抑制への取り組みは重

要な課題のひとつである（松尾 , 2016）． 

わが国のCKD有病者は 1330万人と試算され，年齢とともに有病率が高くな

ることが報告されている（ Imai et al.,  2009）．この報告は，高齢者人口の増加

に伴い，さらにCKD患者が増加する可能性を示唆するものである．また，平

成30年7月に発信された「腎疾患対策検討会報告書」（厚生労働省）では，新

規透析導入患者数を2028年までに35,000人未満に削減する目標が掲げられてお

り，CKD患者の腎機能の悪化を抑制し，重症化を予防する対策は喫緊の課題

である．CKD進行要因としては，蛋白尿，高血圧，喫煙などが示され（斎藤

ら, 2013），CKDガイドライン（2018）では，治療とともに食事管理，服薬

遵守，血圧管理，禁煙などの患者の自己管理行動がCKDの進行抑制，ESKD予

防のために推奨されている．医療者には，患者の腎機能に応じて，自己管理行

動を促し，治療や療養法を継続できるような支援が求められる．しかし， 

CKDは自覚症状が乏しい特徴を持ち，自己管理行動の継続が難しいことが指摘

されており，ESKD患者の場合，適切とはいえない療養行動をとっているとの報

告もある（McIntyre et al.,  2012）． 

自己管理（セルフケア）は，慢性の疾患を長期管理するためには不可欠であ

り，医療者の介入や支援によって患者の自己管理行動を変えることは可能とさ

れる（ Jaarsma et al.,  2017）．自己管理に類似した概念としては，「セルフマネジ

メント」「自己管理行動」「セルフケア行動」があり，これまで糖尿病や心疾患，

呼吸器疾患など慢性疾患において数多くの研究が報告されてきた．しかし，疾

患を管理するための自己管理行動には疾患特有な面もあり，CKD においては，

疾患の進行抑制をすることが求められており，CKD ガイドラインで推奨されて
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いる自己管理行動が包括的に患者に実行されていくことが必要である．慢性疾

患を持つ患者の自己管理（セルフケア）については，The Middle-Range Theory 

of Self-Care of Chronic Illness が提唱されており，この理論においてはセルフケ

ア－メンテナンス，セルフケア－モニタリング，セルフケア‐マネジメントの

3 つの概念で自己管理（セルフケア）全体を示すとされる（Riegel et al.，2019）．

慢性疾患を持つ患者には，これら 3 つの概念における行動，すなわち自己管理

行動（セルフケア行動）が必要とされており，CKD 患者においても，疾患を安

定させ悪化を抑制するためにはセルフケア－メンテナンス，モニタリング，マ

ネジメントを包含する自己管理行動が必要と考えられる．

わが 国の CKD 患者 を対 象とした大規模介入研究（ the Frontier of Renal

Outcome Modifications in Japan）では，継続的な生活習慣の改善や食事管理に対

する療養指導といった強力な介入が，3 年半におよぶ観察で CKD ステージ G3

の患者の腎機能悪化速度を抑制することを報告している（Yamagata et al., 2016）．

しかし，この報告では，医療者の介入によって患者の自己管理行動がどのよう

に変化したのか，測定はされておらず，どのような自己管理行動が結果に影響

したのか，明らかになっていない．医療者が CKD 進行抑制に資する効果的な支

援を行うには，患者の自己管理の状況を包括的に評価し，把握することが必須

であり，そのための測定尺度は不可欠である．しかし，わが国において，腎代

替療法を導入していない CKD 患者を対象とし，自己管理行動を検討した研究

は散見されるにすぎない．CKD 患者の自己管理行動は，どのような研究で，ど

のように評価されてきたのか．本研究では，国内外を含め，CKD 患者の自己管

理行動に関して量的に検討されてきた研究の動向を捉え，そのうえで自己管理

行動を評価するために用いられている測定尺度について検討する．研究の動向

や用いられている測定尺度について検討することで，CKD 患者の自己管理行動

の支援に貢献する研究はどこに焦点が当てられているのかについて明らかにす

ることができ，有用な示唆が得られると考えた．昨今，測定尺度に関しては，

信頼性・妥当性・反応性を含めた尺度特性を科学的に明らかにしていくことが

求められている（土屋 ,  2015）．尺度特性の状況を検討することは，尺度を選択
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する場合の質の評価となるだけでなく，既存の測定尺度についてのさらなる研

究の必要性を見出すことにも繋がる．

本研究の目的は，国内外の文献をレビューし，CKD 患者の自己管理行動の測

定尺度を用いた研究の動向，自己管理行動の評価のためにどのような測定尺度

が用いられているのか，用いられている測定尺度の測定対象や目的，評価項目，

尺度特性について検討し，CKD 患者の自己管理行動の測定尺度における研究の

到達点と課題を明らかにすることであった．研究の動向および既存尺度におけ

る情報を整理して示すことは，目的に応じて尺度を選定する際の資料となり，

CKD 患者の自己管理行動に対する研究を進めるうえでの一助となると考える．  

Ⅱ．用語の定義  

自己管理行動：本研究では，“疾患の安定化，悪化を抑制する”というアウトカ

ムに向けて CKD 患者が日常生活の中で取り組む行動を自己管理行動とした．

The Middle-Range Theory of Self-Care of Chronic Illness（Riegel et al.，2019）を

参考に，体調を維持するため運動を取り入れたり，薬を処方どおりに服用する

こと，疾患特有となる測定値やサインなどで体調の変化を患者がとらえること，

CKD の進行を抑制するため，食事療法や増悪因子の回避といった疾患特有の養

生法を患者が実践することといったメンテナンス，モニタリング，マネジメン

トの 3 つを含む自己管理行動である．なお，生活の中で自己管理に取り組むた

め，患者が資源を活用する行為も含むこととした． 

Ⅲ．研究方法  

1. 文献検索方法

CKD 患者の自己管理行動の測定尺度を用いた研究の動向を明らかにする

ために，本研究では統計解析を用い量的に検討している国内外の文献を対象

とした．検索のデータベースには，PubMed，CINAHL，医学中央雑誌 Web 版

（ver.5），CiNii を用いた．検索期間は，重症度分類が 2012 年の国際腎臓病ガ

イドライン機構（Kidney Disease: Improving Global Outcome ; KDIGO）によっ

て改訂された（ International Society of Nephrology, 2013）ことを考慮して，

2013 年 1 月以降とした．最終検索日は 2019 年 5 月 14 日であった．  
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検索式は，PubMed，CINAHL では，「（ “CKD” OR “chronic kidney disease”）AND

（ “self care” OR “self management”）NOT（ interview）NOT（ review）NOT（ “Children” 

OR “Child”）」とし，医学中央雑誌 Web 版（ver.5）では「（ “慢性腎臓病 ” or “CKD”）  

and（ “自己管理 ” or “セルフケア ”or “自立生活 ” or “慢性疾患セルフマネジメン

ト ”）not（小児）not（質的研究）」，CiNii では「（ “CKD”）and（ “自己管理 ” or “セ

ルフケア ”）」「（ “慢性腎臓病 ”） and（ “自己管理 ” or “セルフケア ”）」とした．言

語は，英語もしくは日本語とし，論文形式は原著論文に限定して検索を行った．

2. 対象文献

文献の適格基準は，①CKD 患者を対象にしている，②成人を対象としている，

③国内で入手可能，④自己管理行動を従属変数として統計処理を行っている， 

⑤自己管理行動が独立変数であっても他の変数との関係性を検討している，と

した．以上の①～③を満たし，④または⑤の条件を満たす文献を選択対象とし

た .  除外基準は，CKD 以外の患者が含まれている文献，腎代替療法を導入した

患者のみを対象とした文献とした．尺度開発，尺度の信頼性・妥当性を検討し

た文献も，本研究の目的を鑑み，対象文献とした．

文献検索の結果はフローチャートに示した（図 1）．医学中央雑誌 Web 版は , 

適格基準を満たす文献が少なく，再度“糖尿病性腎症”を検索式に入れたとこ

ろ，2 件の適格基準を満たす文献が得られ，適格性を評価したフルテキスト文

献に加えた．合計 85  件の文献を精読し，29  件を分析の対象文献とした．対象

となった文献は，観察研究が 18  件，介入研究が 11 件であった． 

3. 分析方法

検討には，文献レビューシートを作成し，研究デザイン，研究内容，発表

年，地域，対象者，CKDステージ，参加者数，用いられている尺度について

整理し，まとめた．研究内容については，研究目的や研究結果を要約し，その

内容の類似性から分類し，ネーミングを行った．自己管理行動の評価に用いら

れている尺度については，測定尺度の特性を考慮した後に整理をし，発表年で

の文献数の推移をまとめ，研究の動向を検討した．次に，CKD患者に特異的

な自己管理行動を評価する尺度を抽出し，抽出した尺度の作成目的・因子，評
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価項目について検討した．さらにそれら尺度の信頼性・妥当性・反応性を評価

するため，Consensus-based Standards for the selection of health Measurement 

Instruments；COSMIN（以下 ,  COSMIN）を用いた（Mokkink et al., 2018）．尺

度の評価にあたっては，開発論文や該当尺度を引用している文献も参考とし

た．COSMINは尺度の厳正な基準をもって信頼性・妥当性・反応性を評価でき

るため，海外を中心に文献検討を行う場合に普及されつつある（土屋 ,  

2015）. 特に健康関連QOL（Quality of Life）の分野では，COSMINは広く認知

されているが，認知・行動療法に関係した分野でもCOSMINチェックリストに

沿った尺度の評価が行われている（BNutr et al.,  2019）．  

Ⅳ．結果  

1. 自己管理行動を量的に評価している文献の概要と用いられている尺度

分析対象とした 29  文献は，表 1-1，1-2 に示した．最も多かったのは，“自己

管理行動に影響を与える因子の検討 ”の研究で，12  件であった．介入研究とし

ては， “自己管理行動改善プログラム導入による前後比較・プログラム評価 ”の

研究が 7 件であった．研究の対象者は，糖尿病性腎症に限定した研究が観察研

究で 6 件，介入研究で 2 件あったが，そのうちの 7 件は 2017 年以前に発表さ

れた研究であった．2018  年以降に発表された観察研究は 8 件，介入研究は 2 件

であり，29  文献のうち 3 割を占めた．

自己管理行動の評価に用いられている尺度は，観察研究では 9，介入研究で

は 6 あり，開発時の目的測定対象から「糖尿病患者用に開発された尺度」「疾

患を問わず患者の自己管理の評価に用いられている尺度」「CKD 患者に特異的

に用いられている尺度」の 3 つに分類された．糖尿病患者用に開発された The 

Summary of Diabetes Self-Care Activities；SDSCA（以下，SDSCA）は，8 件と最

も多くの研究で用いられていた．なお，SDSCA  を用いた 8 件のうち 4 文献で

は，Patient Activation Measure-13；PAM-13（以下，PAM-13），Health Education 

Impact Questionnaire；HeiQ(以下，HeiQ)を併用していた．次に用いられていた

尺度は ， CKD患者に特異的な 自己管理行動の評価として用いられている 

Chronic Kidney Disease Self-Management instrument；CKD-SM（以下，CKD-SM）
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で 5 件であった．  

2. 測定対象からみた自己管理行動に用いられている尺度の文献数の推移

尺度の開発時の目的測定対象から 3 つに分類された文献を発表年で整理した

結果を図 2 に示した．2013 年から 2017 年までは，いずれも 0～3 文献で推移し

ていたが，2018 年は CKD 患者に特異的な尺度を使用した文献数が 6 件であっ

た．

3. CKD 患者に特異的に用いられている尺度の評価項目

CKD 患者に特異的な自己管理行動として用いられている 8 尺度の作成目的，

尺度の構成内容（因子または項目），評価項目は表 2 に示した．尺度の評価項

目のうち，自己管理行動として尺度の中で最も多く評価されていた項目は食事

の 7 尺度であり，続いて服薬遵守，運動，血圧測定であった．医療者への相談，

医療者以外の他者への相談，情報の探索を評価している尺度もあった．8 の尺

度のうち，CKD-SM は複数の文献で用いられ，7 項目を評価する尺度であった

が，CKD ガイドラインで推奨される血圧測定や禁煙は評価項目とされていなか

った．CKD セルフマネジメント行動尺度は 8 項目を評価し，Chronic Kidney 

Disease Self-Care scale；CKDSC （以下 ,  CKDSC）はガイドラインにおいて推奨

される行動を評価項目としていた．

4. 測定尺度としての信頼性・妥当性・反応性

COSMIN チェックリストに基づいて，測定尺度の信頼性・妥当性・反応性の  

評価を行った結果を表 3 に示した．信頼性は，7 の尺度が内的一貫性について

“適切性がある”と評価された．しかし，信頼性，測定誤差についてはすべて

の尺度で“未記載，もしくは判断できる情報がない”であった．妥当性は，

CKDSC，Pharmacotherapy Self-Management Behavioral Scale；PSMBS-CKD，CKD

食行動評価尺度の 3 尺度で，確証的因子分析を用いて構造的妥当性の検討がな

されていたものの，COSMIN チェックリストの基準（ “CFI or TLI＞ 0.95” OR 

“RMSEA＜0.06” OR “SRMR＜0.082”）に基づくと，“適切性はない”と判断さ

れた．基準関連妥当性については全ての尺度において gold standard な基準を用

いた検討はなされておらず，“未記載，もしくは判断できる情報がない”であ
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った．

Ⅴ．考察  

1. 研究の動向

CKD 患者の尺度を用いた自己管理行動に関する文献の 3 割以上が 2018 年以

降に発表され，対象者を糖尿病性腎症に限定した研究は 2017 年以前のものが

ほとんどであった．これは透析導入患者数が最も多い糖尿病性腎症に対象を焦

点化して研究がすすめられてきたが，ステージ分類に準じた治療指針が国際的

に示され，CKD 進行抑制という目的のもと，研究においても特定の疾患ではな

く CKD 患者へと研究対象が広がったことを意味する結果と考える．研究内容

は，自己管理行動改善プログラム導入による評価を試みる研究が行われる一方

で，自己管理行動に影響を与える因子についての検討が多く，CKD 患者の測定

尺度を用いた自己管理行動に関する研究は，現時点では，行動に影響する因子

あるいは行動を促進する因子を特定することに焦点があたっているものと考え

る．

自己管理行動の測定尺度としては，SDSCA が最も多くの研究で用いられてい

た．これは，糖尿病性腎症患者に限定した研究が当初多かったことが影響し，

SDSCA が援用されたものと推察される．SDSCA は，CKD 患者を対象とした研

究でも用いられていたが，PAM-13 もしくは HeiQ との併用がされており，CKD

患者の自己管理行動を SDSCA 単独では適切に評価することが難しい，もしく

は異なる視点から評価する必要性があったものと考えられた． 2018 年には，

CKD 患者に特異的な自己管理行動を評価するための尺度の使用が前年までよ

りも多く，これは CKD 患者の自己管理行動が特異的な尺度で測定する方向で

研究がすすんでいることを推察するものであった．一方で，特異的な尺度を用

いた研究では，様々な目的・定義で，患者の自己管理行動を捉える尺度が作成

され，用いられている状況が明らかとなった．

2. 評価項目からみた自己管理行動尺度の特徴と内容的な適切さ

CKD-SM，CKDSC，Chronic Kidney Disease Self-Management Knowledge Tool；

CKD-SMKT，CKD セルフマネジメント行動尺度などは，血圧測定といったモニ
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タリングに関する評価項目と，食事，服薬遵守，運動，禁煙などの実施を評価

する項目が含まれていた．モニタリングは気づきを促し，疾患特有の養生法を

患者が実践するマネジメントを促進するとされる（Wilde et al.,  2007；Richard 

et al., 2011）．高血圧は CKD の増悪因子の 1 つであり，血圧の管理は治療目標

とされている（日本腎臓学会編，2018）．血圧測定で示される値は CKD 患者が

疾患の管理状況を認識するサインの 1 つになると考えられ，血圧測定は患者に

とって重要な項目になると推察される．PSMBS-CKD，CKD 食行動評価尺度は，

薬物療法や食行動といったある特定の管理行動をより詳細に捉えて評価するた

めの測定尺度であった．なお，自己管理行動としては，食事が最も多くの尺度

で評価される項目であった．CKD 患者に対する介入研究をレビューした Donald 

et al.（2017）は，食事が CKD 患者の介入研究において評価項目として最も多

く含まれていることを報告しており，本研究の結果も食事の評価が自己管理行

動として重要とされることを示す結果であった．ガイドラインでは，食事管理

以外にも自己管理行動を推奨しているが，運動が CKD に与える影響は不明と

されている（日本腎臓病学会編，2018）．しかし，特異的な尺度のうち 5 つの尺

度で評価項目として取り上げられており，自己管理行動として着目されている

傾向にあった．運動は，体調を維持するうえで必要であるが，肥満が高血圧の

発症要因の 1 つであり（三浦 ,  2019），運動などの介入によって肥満の CKD 患

者における収縮期血圧が低下する，体重の減量が尿蛋白を改善するとの報告

（Heiwe et al., 2011）もあり，悪化を抑制する自己管理行動のひとつと捉えら

れるかもしれない．

CKD-SM や self-efficacy and self-management behaviors patients with CKD tool

は，医療者への相談（受診），他者への相談（医療者以外），情報の探索など

の情報を収集する，相談するといった行為を評価する項目が含まれていた．

Loring et al.（2003）や浅井ら（2017）は，疾患や治療により生じた課題に対処

するために，資源を活用することや自分自身の能力を活用すること，医療者を

はじめとする専門家との関係形成を築くことも管理行動に含むことを報告して

いる．また，資源の活用・自身の能力の活用によって疾患管理が実施されると
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されており（Loring et al.,  2003 ; 浅井ら ,  2017），CKD-SM，self-efficacy and self-

management behaviors patients with CKD tool は，他の尺度に比べ，より幅広く自

己管理行動について評価した尺度と考えられた．CKD の尺度には，特定の管理

行動をより詳細に捉えて評価する尺度，患者の資源の活用まで幅広く評価する

尺度があり，使用者の測定対象の目的に応じて選択する必要がある．

尺度作成において測定される構成概念と外部基準は密接に関係することで結

果の妥当性と予測力は増すと言われる（村上 ,  2006）．CKD において考えると，

CKD 進行抑制に寄与するとされる行動が，概念を構成する要素として包括的に

評価項目に含まれることによって，結果の妥当性，予測力を増すことになると

考える．CKDSC，CKD セルフマネジメント行動尺度は，CKD 患者の進行抑制

に資する自己管理行動を把握することが可能な尺度といえるだろう． 

わが国において，CKD 患者の腎機能の悪化を抑制し，重症化を予防する対策

は喫緊の課題であり，“悪化を抑制する，重症化を防ぐ”というアウトカムに

向けて CKD 患者の自己管理行動を評価し，それを促進することは重要である．

それとともに，CKD 患者が健康を維持し，より良い生活の質を維持するために

は，疾患管理だけでなく，生活の調整や症状や感情への対処といった疾患によ

る影響に対処する行動にも着目することが必要であり，これらの側面から患者

の自己管理行動を捉えていくことも課題である．

3. 尺度の信頼性・妥当性・反応性の評価

特異的な尺度のうち 7 の尺度が信頼性を検討していたが，内的一貫性のみで

あった．内的一貫性は，尺度としてのまとまりがあるという点で，尺度が満た

すべき望ましい性質のひとつであるが，項目数に影響を受けるなどの問題があ

り，内的一貫性のみで信頼性を述べることには近年批判も高まっている（岡田 , 

2015）．信頼性には，測定結果の安定性といった側面からの再検査信頼性の検討

（級内相関係数の算出）や測定誤差もあり，併せて多角的に検討していく必要

があると考える．妥当性は，ほとんどの尺度で未記載であり，判断できる情報

がなく，評価することができなかった．妥当性は，測定値の正しさを示すもの

であり，信頼性が高くても妥当性が高いとは限らない（村上 ,  2006）．CKD 患者
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の特異的な自己管理行動の測定尺度において，妥当性の検討をすすめていくこ

とは喫緊の課題であると考えられた．

COSMIN チェックリストに沿った評価では，現時点では，CKD 患者の自己管

理行動に関する測定尺度において，信頼性，妥当性，反応性の高い尺度は見当

たらなかった．異文化妥当性や基準関連妥当性などは，尺度を使用していく研

究の中で検証されていくこともあり，尺度の適切性の評価には限界がある．た

だし，村上（2006）は，尺度の妥当性は事後的に検討されることに偏っている

が，尺度作成段階から妥当化することが妥当性の高い尺度作成に必要であると

述べている．CKDSC は内的一貫性に加え，構造的妥当性が検討された尺度であ

る．現状を鑑みると CKDSC が特異的な尺度の中では最も  CKD 進行抑制に寄与

する自己管理行動を評価する尺度と考えられた．一方で，CKD-SM  は異なる文

化圏でも使用されていたことは，複数の研究者が CKD 患者の自己管理行動に

対して，共通して使用できると判断したことを示しており，尺度選択を考えて

いくうえで重要となる尺度の 1 つである．  

測定尺度は，使用者の測定の目的により選択されるが，尺度が異なれば差の

検討や比較を行うことができず，知見の蓄積ができない（南風原 , 2011）．CKD

進行抑制に関する研究を推進させるためには，CKD 進行抑制に関する自己管理

行動を適切に評価する尺度が必要である．そのためには，信頼性・妥当性・反

応性のより高い尺度であり，CKD 進行抑制に寄与する評価項目を最も多く含む

尺度を選定し，繰り返し使用することで，妥当性を高めることが求められる． 

Ⅵ．結語 

CKD 患者の尺度を用いた自己管理行動に関する文献の 3 割以上が 2018 年以

降に発表され，CKD に特異的な尺度を用いた研究が多くなっていた．CKD に特

異的な尺度を用いた文献には，8 の尺度が使用され CKD 進行抑制に寄与すると

される行動を包括的に評価した尺度は CKDSC，CKD セルフマネジメント行動

尺度であった．一方で，CKD-SM， self-efficacy and self-management behaviors 

patients with CKD tool は，医療者・他者への相談や情報の探索などの資源活用

の評価を含み，幅広く自己管理行動について評価する尺度であり，尺度選定を
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考えるうえで重要な判断基準となり得る．COSMIN チェックリストに基づく尺

度特性を満たす尺度は見当たらなかったが，CKDSC は構造的妥当性が検討さ

れており，既存の特異的な尺度の中では CKD 進行抑制に関する自己管理行動

の評価項目を包括的に含んでおり，CKD 進行抑制に最も資する尺度と考えられ

た．しかし，CKD に特異的な尺度は使用されている文献数が少なく，現段階で

は信頼性・妥当性・反応性は検討されていない測定尺度が多くを占める．CKD

進行抑制に関する研究を推進させるためには，CKD 進行抑制に最も寄与する尺

度を選定し，研究において繰り返し使用し，妥当性を高めていくことが当面の

課題と考える．
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